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今年もやりました！ 
2023～2025年度 市民による「遺伝子組み換えでない」表示市場調査

報告 

 

2023 年 4 月に「遺伝子組み換えでない」表示が厳格化されたことで、表示がどのよ

うに変化したかを調べるために、3年間にわたり、豆腐、醤油、コーンスナック菓子を

中心に「遺伝子組み換えでない」表示の市場調査を実施しました。 

 

遺伝子組み換えに関する表示の有無は大きな変化はありませんでしたが、「分別生産流

通管理済み」という表示が増え、「遺伝子組み換えでない」という表示が減少しました。

特に表示義務のない醤油は、3年間で大きく減少しました。 

「分別生産流通管理済み」表示は「遺伝子組み換え」のワードがなくなることで、何を

意味しているのかわからない状況が増えています。 

遺伝子組み換えでない作物を分別流通管理しても、公定検査法の不検出レベルで意図し

ない混入を避けるのは困難なため、「遺伝子組み換えでない」と表示する事業者は、今

後さらに激減し、表示が出来ないのであれば分別生産流通管理をやめる事業者も出てく

ると考えられます。そうなると、遺伝子組み換えでない食品や農産物の入手が難しくな

ってくるのではないでしょうか。 

市場から「遺伝子組み換え」や「でない」という文字を見かけなくなることで、市民の

遺伝子組み換えへの関心が薄れると、ますます分別生産流通管理をする事業者が減って

くると考えられます。 

 

遺伝子組み換え食品を食べたくない！と思っている方、 

私たちに出来ること一緒に考えませんか？       

 

・まずは遺伝子組み換え表示に関心を持つ。    

・表示のあるものを買う。 

・表示のないものはメーカーに問い合わせる。 

 

生活クラブでは遺伝子組み換え作物を使用する可能性のある消費材は全てGM 遺遺伝子

組み換え）対策マークで表示しています。遺伝子組み換え対策をし、原材料の情報を開

示していますので表示を確認しながら利用できます。 

出来ることから始めていきましょう！ 

 

たねと食とひと＠フォーラムHPより引用 

https://nongmseed.jp/archives/6838 

 



 

 

 

 

  

  

  

 

  

☆「遺伝子組み換え作物を栽培して欲しくない」 

「遺伝子組み換え食品を買いたくない・食べたくない」と思う方！ 

『GMOフリーゾーンサポーター宣言』をしませんか？？ 
 
誰でも宣言出来ますよ。組合員、非組合員でも可能。 

宣言票提出された方にはかわいいサポーター証明書シールをプレゼント♪ 

配達便でお届けします。 下記を切り取り、配達職員に渡してくださいね。 

・・・・・・・・・・・・・・・・きりとり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

         行き先：茨木本部 組織運営課（NON－GM 委員会） 

 
『GMO フリーゾーンサポーター宣言』します。  
■宣言者名：           ■宣言年月日：   年   月   日 
 
■住所：   都道府県   市   区  
 
■支所・配達曜日・配達職員：  支所  曜日配達   コース 
 

遺伝子操作された食べものが私たちの体にどんどん入り込んできていま

す。稲、米の研究が活発に進んでいることには恐怖を感じます。花粉症対

策、アレルギー低減などと言われたら心動かされるところですが、それは

食べものではなく薬なのではないでしょうか？ 

食料危機を救うなど遺伝子操作はいかにも良いことのように推進されま

す。本当に私たちに必要なものでしょうか？ 

「自分達で自分たちの農地に合った品種を栽培する、GM 作物は必要な

い」というフィリピンの参加者の言葉は心に響きました。 

EU ではゲノム編集作物・食品は規制がゆるくなる方向に向かっていま

す。EUに賛同せず、アジア諸国で連帯し規制の先陣をとってゲノム編集

作物にも NO を突きつけ、共に運動をつなげ広げていきたいと思いまし

た。声をあげないと何も変わりません。GM 食品を食べたくないという

GMOフリーゾーン運動の意義を確信しました。GM、ゲノム編集、とて

もわかりにくい上に次々と新たな情報が出てきます。知ろうとすること

が大切です。知らないままでは賛成も反対もできません。一緒に知って考

えませんか？遺小野田） 

 

 

今年は食品表示規制の現状や GMO 反対運動の様子などアジア各国の状況を

詳しく聞くことができ、GMOフリーゾーンを願う仲間が世界中たくさんいる

ことに勇気づけられました。GM表示規制が厳しいEU 遺ーーッッ 連合）で

昨年12月 「ゲノム編集食品は規制しない」という方針が発表され、世界のゲ

ノム編集食品表示規制の流れは大きく変わってきています。ゲノム編集食品の

開発がますます活発化することが予想されます。主食の米や小麦など穀物の開

発が積極的に行われていることがわかり、私たちの食の安全が脅かされていま

す。日本ではゲノム編集食品については国の安全性審査、環境影響評価、表示

義務がないのでせめて表示から食品を選べるようにしてほしいです。遺多田） 

この GMO フリーゾーン運動は日本で取り組みが始まり、20 年を迎えました。しか

し、日本ではゲノム編集食品が世界に先駆け生産・発売され、フィリピンでは遺伝子組

み換え遺以下 GM）稲が栽培されそうな状況。アメリカからGM小麦が輸入される可

能性も高まっています。 

「遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン」をはじめ活動団体や日本消費者連盟、

生協などから多くの参加者が集まりました。韓国、台湾、フィリピンからもGMO反対

運動の活動をしている方が参加し、それぞれの報告があり、「GMO フリーの世界を目

指して」と題し ネルディスカッションがありました。日本の参加団体からも活動報告

がありました。 

  

参加しての感想 ・・ 

※記入された情報は規則に沿って管理し、生活クラブ生活協組合大阪の活動以外の目的に 

使用しません。 

お問合せ先 生活クラブ生活協同組合大阪 組織運営課 TEL072-641-5561 

 

GMOフリーゾーン運動20周年記念アジア大会 遺3/7 ・8）に 

参加しました！！ ※     ～GMOのない世界へ～  

※遺伝子操作された遺遺伝子組み換え・ゲノム編集など）食品を拒否し、作らな

い、食べたくないと意思表示する取り組み 
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